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Subjective Illusory Figures and Suggestibility

Ⅰ．問題と目的

外界事象を生体が知覚するとき、脳の処理プロ

セスを介してのみ知覚可能であって、外界事象そ

れ自体の知覚はヒトには不可能である。錯視は、

かかる外界の実体と知覚されるものの相違を最も

端的に示している。

主観的図形（SuqeCtive伍gures）の知覚過程に

は、“bottom－uP”処理と“top－dOWn”処理が複雑に関

わっており、BruSSell（1977）らは，主観的輪郭

が知覚されなくなる点と見かけのコントラストが

生じなくなる誘導図形の輝度はほぼ一致すること

を報告している。Coren（1991）は、側方抑制を

促進する実験条件では主観的輪郭の明確度と見か

けの明るさの違いが増加したと報告し，網膜水準

での側方抑制の寄与と明るさの充填への寄与を示

唆している。他方SugawaraとMorOtomi（1991）

は、KanizSa図形（1976）を用いた視覚誘発電位

（visualevokedpotentials）に関する研究において、

視知覚における主観的図形で誘発される見かけ上

の明るさ（illuSOrybrightnesS）の増大が、視覚系

の高次レベルで処理されていることを明らかにし

たo同じくKanizSaの正方形とその変形例（線で

構成されたもの）を用いた塚田（1999）らの実験

は、主観的な正方形を見る場合，凸凹パターンを

知覚していることを示した。吉本（2003）はKanizSa

85

図形における検査野と誘導野の明度を組織的に変

化させる実験で，検査野とパックマンの明度差が

小さくなるにしたがって主観的輪郭の明確度が低

下することを見出している。

主観的輪郭線（suqectivecontourS）や見かけ上

の明るさに限らず、錯視は視覚系形成の発達初期

段階から見られるillusionであるが、錯視量には

個人差がある。本研究は，主としてpersonality要

因である被暗示性と錯視量、とりわけ主観的明る

さ知覚との関連を調べるO

II・IllusOryfigures

Gregory（1972），COrenandGirgus（1978），

Grossberg（1997）らによって，主観的図形の成

立には①視覚的刺激に関してはその背景と全く等

しいにもかかわらず，主観的輪郭線によって囲ま

れた部分は，背景よりも明るく見えること、②主

観的輪郭線で囲まれた面は不透明で，他の図形を

上から覆い隠しているように見えること，③視野

内に何らかの不完全要素が存在し、必要な輪郭線

が視覚系の作用によって補充されれば、完結して

より単純で安定した規則的図形となること等が明

らかになった。その後の脳研究において，Vl領域

に主観的輪郭を検出する能力を持つニューロンが

存在すると報告され（Grosof，ShapleyandHawken，＊岩手大学教育学部＊＊盛岡市役所＊＊＊海上自衛隊
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1993；Tomita，OhbayaShi，Nakahara，Hasegawaand

MiyaShita，1999），視覚情報処理過程解明の重要

な糸口として主観的輪郭を含む図形を使用した研

究が注目されている。

Ⅲ・Suggestbility

従来，催眠暗示が覚醒時における通常の感覚開

催を変える（低めて感覚過敏が起こる場合と高め

る場合とがある）とみなされてきた。しかし

Weitzenl1offer（1957）は，感覚閾債の変化は暗示

による被験者への動機づけによって生じていると

している。催眠時の意識特性として①トランス状

態の出現、②被暗示性高進、③選択的注意，④活

発なイメージ活動，⑤realitycheck（現実吟味）

の減少（現実歪曲）⑥年齢退行（役割行動），⑦

健忘，⑧後催眠暗示、⑨自律神経系の変化（脈拍，

呼吸，脳波，脳の血流量，血圧等の生理的変化）

等を挙げることができる。暗示に対する反応には

個人差があり，暗示に反応しやすい人が必ずしも

深い催眠に到達するとは限らないため、被暗示性、

催眠感受性と被催眠性とは区別される。被催眠性

は催眠の導入および深化の暗示に対して最終的に

到達し得る能力であり，催眠感受性は暗示に対す

るレディネスで，被暗示性過敏やパーソナリティ

と結びつけながら研究されてきている。被暗示性

には以下のような特性があることが明らかにされ

ている。一般的に成人よりも児童の方が、男性よ

りも女性の方が被暗示性は高く，ConCentration能

力と相関が高いが、従来言われているようなI（〕

との相関は見出されていない。なお，Rorschach

TeSt，における色彩反応．形態色彩反応は被暗示

性の指標になるとされている。現在最も多く用い

られている催眠感受性尺度，被暗示性尺度は，

StanfbrdHypnoticSusceptibilityScaleFormA，B，C

（SHSS），HarvardGroupScaleofHypnotic

SuSCePtibilityFOrmA，B，C（HGSHS），Barber，S

SuggeStibilityScale，成瀬悟策の催眠被暗示性表な

どが信頼性の高い尺度であるが、それぞれ異なる

特徴をもっており目的に応じて使い分ける必要が

ある。SHSSFromA，Bは互いに対応し、実験の妥

当性が確保され得る。Barberの被暗示性尺度は，

項目数が多すぎることなく基準もはっきりしてお

り，深度ではなく催眠への反応の仕方をみるとい

う点で研究向きである。成瀬の被暗示性表は，基

準が抽象的で結果が量的に捉らえにくいため実験

より臨床向きの尺度である。

本研究においては，主観的輪郭で囲まれた内

側・外側の明るさを精神物理学的に測定し，併せ

て被暗示性を測定し催眠実験を行い，そのスコア

を分析することによって両者の関係性を検討する。

Ⅳ実験方法

〔被暗示性〕

被暗示性尺度は，菅原研究室で作成し使用して

きた尺度（Appendixl）。20項目，2因子構造（想

像・没入、感覚異常・興奮）からなる。被験者大

学生48名（男性20名，女性28名）の分析によって

作成した。一般的に因子分析する場合のデータ数

は項目数の2－5倍の被験者が必要（田中，1996）

である。

〔一次的催眠被暗示性実験〕

StanfordHypnoticSuSCePtibilityFormA，成瀬の

催眠被暗示性，Bafber，SSuggestibilityScaleを参考

に一次的催眠被暗示性を測定する10項目を作成し

使用（Appendix2）。

被験者は大学生28名（男性11名，女性17名）。

実験は防音．電気遮蔽室で行い，被験者に実験の

目的とプロセスを説明し，暗示は深い催眠に誘導

しないので安心してリラックスし実験者の

，instruCtionに集中するよう依頼した。実験前に軽

く体をほぐしたり，深呼吸をするように促しでき

るだけリラックス出来るようにした。実験で用い

た一次的催眠被暗示性10項目は以下の通りである。

①腕下降②腕浮遊③腕移動（合掌）

④指固め（9閉瞼⑥額涼感

⑦後倒⑧幻色③幻視⑲幻聴

〔主観的明るさ知覚の実験〕

被験者は視覚系に障害のない大学生22名（男10
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名，女12名）。

〔視覚刺激図形〕

KadzSaの四角形（Figurel）。一辺55mmの正方

形の主観的輪郭が知覚されるように，直径27mm（視

角度2・0。，0・03cd／正）のパックマンを四つ配置

した。スポット刺激は（半径5mm）Fig．1の主観

的輪郭線の内側1cm，外側1cmのところにスポッ

トを呈示した。スポットの呈示時間は13，16，19，

22，25，28mSeCで，各時間20回ずつ，合計240回

をランダムに呈示した。

．．

・，．・
Fig．1Kanizsa’SSu旬ectivecoutour且gure

〔実験装置〕

視覚刺激は竹井機器製タキストスコープDP4
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型とプリセットタイマーで提示した。第1チャン

ネルに主観的輪郭図形，第チャンネルにスポット

刺激，第3チャンネルには凝視点（suqective

contourの上の中央）を両眼視で提示した。
〔実験手続き〕

被験者は楽な姿勢でタキストスコープの前に座

り，のぞき窓から中をのぞいて，常に凝視点を見

ること，主観的図形の両側にスポットが見えたら

実験者に知らせるよう教示した。実験者は，被験

者の報告にもとづいて記録用紙（Appendix3）に

記入した。

Ⅴ結果

〔被暗示性尺度〕

因子分析（主因子法，バリマックス回転）の結

果，固有値が1・0以上の解釈可能な2因子を抽出

した。第1因子は（5項目），集中力，没頭，想

像力の豊かさと関係があり，「想像・没入」と命

名した。第2因子は（5項目），普段とは違った

感覚をおぼえる，またはそれを好むといった項目

で構成されており，「感覚異常・興奮」と命名し

た（Table3）。Tablelは因子ごとの平均値と標準

偏差を示している。各因子における男女間では，

有意な差は見られなかった（Table2）。1hblel被暗示性尺度因子ごとの平均値と棟準偏差

想像・没入

感覚異常・興奮

全体

10・93（3・92）

12．13（3・95）

23．36（6．86）

（）内は標準偏差

甑bkz被暗示性尺度因子ごとの男女差（nニ28）

全体 男女

（。ニ11）（n＝17）

想像．没入10・93

（3・92）

感覚異常．興奮12・43

（3・95）

9．1812・06－2・Oon・S・

（2・86）（4・16）

11・5513・00－0・95m．S．

（4・25）（3．76）

（）内は標準偏差
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恥bk3一次的催眠被暗示性の因子分析表

被暗示性尺度の因子構造（nニ48）

項目内容 因子因子

12

小説を読んだり芝居を見たりしているうちに、我を忘れその中に浸りこみ、まるでその中の人物になった

ような感じになったことがある。

空想上の友達を作ったことがある。

ある人を激しく愛して、そのために自分が薄れていくよダこ感じたり相手と一心同体になってしまったよ

うな感じがしたことがある。

劇をやっていて、自分も観客も忘れてすっかり劇中の入物になってしまったようなことがあるo

過去のことを思い出しているうちに、そのことがそっくりそのまま生き生きと蘇ってきたような経験があ

る。

自分の体の一部が自分のものではないような気がしたことがある。

天井や壁が動いたり、大きさが変わって見えたことがある。

あなたを怒らせるような人は殴っても当然だと患う。

バカ騒ぎなどに参加して、普通ならやるはずもないことをしてしまったことがある。（アルコールが入っ

ていない状態で）

冒険をしていつもと違った経験をするのが好きだ。

固有値1・861．56

寄与率（％）18．5915・59

因子1：想像・没入因子2：感覚異常・興奮
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〔一次的催眠被暗示性実験〕各項日ごとの平均値，差をTable5に示す。各因子において性別による

標準偏差をTable4に，各因子の平均値と標準偏有意な差はみられなかった（Table6）。

1hbk4一次的催眠被暗示性実験平均値と標準偏差（n已27）

主観得点意図・暗示

腕下降

腕浮遊

腕移動

指固め

閉瞼

額涼感

後倒

幻色

幻視

幻聴

2．00（1・14）

0．89（0・93）

1．22（1・01）

2・22（o・93）

1．26（1・13）

0・74（0．81）

2．22（1，01）

1．33（o・83）

1．33（1・04）

1・04（0．94）

0，78（0．42）

0・63（0・49）

o・70（0．47）

0．89（0．32）

0・52（0・51）

o・67（0．48）

0．96（0，19）

0・67（0．48）

0，70（o・47）

0・67（0・48）
（）内は標準偏差

1hbk5一次的催眠被暗示性実験因子ごとの平均値と標準偏差（nユニ27）

観念運動系項目14．30（4・87）

知覚系項目7・15（3．42）

合計21・現（7．36）

（）内は標準偏差

1hbk6－次的催眠被暗示性実験男女差（n＝27）

全体男女

（n＝11）（nニ16）

観念連動14．3012・5515・50－1・59n・S・

（4．87）（3．532）（5．39）

7・155・738．13－1．88n．S．

（3．42）（3．13）（3・34）

（）内は標準偏差
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〔主観的明るさ知覚実験〕

スポット呈示時間が13mSeCでは，主観的輪郭

線の内側と外側においてスポットの知覚に有意な

差は見られなかったが，16msecよりも長い呈示

時間において内側と外側におけるスポットの知覚
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に有意な差が出現した。スポット呈示時間が16

mSeCよりも長くなると，外側よりも内側でより

多くスポットが知覚されることが明らかとなった

（Figure2，Table7）。男女間では有意な差がなかっ

た（Table8）。
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Pi詳re豊時間ごとの内側と外側のスポット知覚数

Table7時間ごとのスポット知覚の平均値・標準偏差（n＝22）

内外t債

13msec

16msec

19msec

22msec

25msec

28msec

合計

1・731．590・34n．S，

（2．62）（2．20）

4・503・18

（3一50）（3．10）

6，595．09

（4．19）（3，42）

8・506．18

（5．11）（5・19）

10．557・59

（5．83）（5・34）

11．959・23

（5．72）（5．68）

43・8232・86

（23・95）（21．87）

2・52＊

2．33＊

3．38＊＊

2．96＊＊

3．13＊＊

3・94＊＊

（）内は標準偏差 ＊：pく・05＊＊：pく．01
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1視心8明るさ知覚における男女差（nニニ22）

全体 男女

（nニ10）（n＝12）

43・82

（23・95）

外 32・86

（21・87）

43・6044．00－0・04m・S・

（26・95）（22・39）

33．7032．170・16n・S・

（27・06）（17・69）

（）内は標準偏差

〔主観的明るさ知覚と被暗示性尺度．一次的催眠

被暗示性との相関〕

被暗示性尺度における各因子，「想像・没入」，

「感覚異常．興奮」と主観的輪郭線の内・外側に

おけるスポット知覚の間には相関は認められな

かった。一次的催眠被暗示性では，「知覚系項目」
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と主観的輪郭線の内・外側におけるスポット知覚，

「観念運動系項目」と主観的輪郭線の外側におけ

るスポット知覚の間にも相関は認められなかった

が，「観念運動系項目」と主観的輪郭線の内側に

おけるスポット知覚の間に負の相関が認められた

（Table9）。

1hbk9明るさ知覚と被暗示性尺度・一次的催眠暗示性の相関

内 外

想 像 ．没 入 ー0．16 n・S・ 一0．14 n・S・

感 覚 異 常 ・興奮 ー0．0 5 m・S． 0・0 2 n．S・

観 念 運 動 －o・46 ＊ －0．32 m・S．

知 覚 －0．19 m・S・ 0．0 7 n・s・

〔分散分析結果〕

被暗示性尺度の「想像・没入」因子，「感覚異

常．興奮」因子，一次的催眠被暗示性の「観念運

動系項目」，「知覚系項目」それぞれにおいて，

1hble10想像・没入

★：p＜・05

1／2標準偏差（1／2SD）でH群，M群，L群に分類

し，主観的明るさ知覚実験の内．外それぞれの得点

に分散分析を行った。その結果，全てにおいて有意

な関係が認められなかった（TablelO，11，12，13）。

H群／丸腰L群F値多重比較

内43．8338．63

（25・17）（26・31）

外34．5027・88

（21・04）（27．98）

49・000．35m・S．

（22．70）

36・630・32m．S・

（17．01）
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1hblell感覚異常・興奮

H群M群L群F値多重比較

内

外

31・7549・67

（21，13）（25，15）

18．7542．50

（10，50）（21．64）

40．170．93n．S．

（23．15）

23，003・14n．S・

（20・34）

1hble12観念運動系項目

H群M群L群F値多重比較

外

31・0043・30

（18・92）（26．89）

27，0031・60

（14・78）（25・92）

57・502．02n．S・

（18・12）

40．830．61n．S・

（21・48）

1hble13知覚系項目

H群M辞し群F値多重比較

外

35・8648．86

（26．77）（16．11）

35・8631・00

（25・69）（18・21）

46・380．56m・S．

（28．08）

31．880・09m・S．

（23．91）

Ⅳ考察と結論

主観的明るさ知覚実験で，内・外側における知

覚の差は16mSeC以上において有意な差が認めら

れた。主観的輪郭線で囲まれた内側は外側よりも

見かけ上明るく知覚されるため，背景と同じ輝度

のスポットが呈示された際，内側と外側とで知覚

の差が出現する。しかし，先行研究によると主観

的な四角形は局所的に知覚される明るさが異なり，

頂点部分が有意に明るく知覚され，その他の部分

が有意に暗く知覚されるという報告もある（吉本，

2003）。それ故スポットの呈示場所を変えること

により，内．外側での知覚の差が異なる場合もあ

ると考えられる。13msecで内・外側に差が出現

しない理由は，何れも短時間提示で検出率が低す

ざるためであろう。主観的輪郭線を知覚するとき

は，視覚Vl・V2野が線分の存在を予測する。

主観的明るさ知覚実験の内側においてスポット

の見えと一次的催眠被暗示性の観念運動系項目と

の問に負の相関がある。人は催眠状態にあるとき

通常とは異なる意識状態になり，観念運動系項目

の催眠被暗示性が高い被験者は、それが他の過程

（例えば，主観的輪郭の知覚過程）の妨げになる

傾向があると推測される。本実験では，単調反復

刺激を与えているため覚醒の低下に誘導されやす

く，主観的輪郭線の知覚の際にVl・V2野の活

動が低下する可能性もあるが，他の項目では相関

は認められない。これは，観念運動項目が視覚系

だけではなく運動機能に関係するため、注意が視

覚以外の外界にそれる傾向があるからではないか
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と推測される。従来から女性のほうが男性よりも

被暗示性が高いという報告が多いが，主観的明る

さ知覚に関しては、全ての条件において性差はな

く本研究では女性の一次的催眠被暗示性も高くな

かったことは注目される。

本研究において検証すべき事柄は，「被暗示性

あるいは一次的催眠被暗示性が高い被験者ほど主

観的輪郭で囲まれた内側は明るく知覚される

（illuSorybrightneSS）か否か」であった。今回の
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実験の結果から，被暗示性あるいは一次的催眠被

暗示性の克進は錯視量に影響せず，それぞれは異

なったシステムとして成立していることがわかっ

た。なお，主観的明るさ知覚実験の内側知覚と一

次的催眠被暗示性の観念運動項目の間に負の相関

が認められる理由は，観念運動系の活動に伴い注

意が現実の知覚から移動しやすいためであると考

えられる。

Appendixl被暗示性尺度

1，夜中に電話に出たり、メモを書いたりしていながら、次の朝全く思い出せないことがある。

2・天井や壁が動いたり、大きさが変わって見えたことがある0

3・自然や芸術にすっかり心を奪われてしまったことがある0

4．仕事中に何か他のことに気を取られ、ふと我に返った時、知らない間にその仕事が進んでいたというような経験が

ある0

5．空想上の友達を作ったことがある。

6・冒険をしていつもと違った経験をするのが好きだ。

7．何かに熱中して周りが見えなくなることがある°

8．パカ騒ぎなどに参加して（アルコールが入ってない状態で），普通ならやるはずもないことをしてしまったことが

ある0

9・自分の体の一部が自分のものではないような気がしたことがある。

10・音楽やダンスでうっとりして、我を忘れてしまったことがある。

11．あなたを怒らせるような人は殴っても当然だと患う。

12・自分の体の一部が、自分の意志とは関係なく動いているような感じがしたことがある0

13・今にして思えば、おかしな・不思議なことだと思うような経験をしたことがある0

14．小説を読んだり芝居を見たりしているうちに、我を忘れその中に浸りこみ、まるでその中の入物になったような

感じになったことがある。

15・問題の答えやすばらしいアイディアが鮮やかに浮かんできたとき、それは霊感のようなものだと感じることがあ

る。

16・遊園地でジェットコースターなどのスリルのあるもので遊ぶのが好きだ°

17，ある人を激しく愛して、そのために自分が薄れていくように感じたり相手と一心同体になってしまったような感

じがしたことがある°

18・過去のことを思い出しているうちに、そのことがそっくりそのまま生き生きと蘇ってきたような経験がある。

19．劇をやっていて、自分も観客も忘れてすっかり劇中の人物になってしまったようなことがある°

20・人の言うことをあまり疑わず、借じゃすいほうである。
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Appendix2標準催眠尺度（成人用）記録用紙

暗示

1．腕下降

2・腕浮遊

3・腕移動（合掌）

4．挿固め

5．閉瞼

6．額涼感

7・後倒

8．幻色

9．幻視

10・幻聴

主観得点

まったくほとんどすこしかなり意図暗示

012301

012301

012301

ol

ol

ol

Ol

ol

ol

ol

23

23

23

23

23

23

23

主観得点

覚醒後

合計

Append玩3主観的明るさ知覚実験記録用紙

01

01

01

01

01

01

ol

覚醒後

内 外

1 8

エ08ec

2 0

m 8。）c

2 2

m 8°c

2 4

コ18ec

2 6

m eec

2 8

m 8ec

合 計
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